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京大医学部ノ大学院生副手会ノ主催デ 東大物療内科講師 高橋胱正氏ヲ招キ 「医学教育ノ問
題点」 トノ題 目デ講演討論会ヲ開イタ 同氏ハコノ問題二就テノ造詣ガ深 グ 既二雑誌 「自然」
二論文ヲ発表シテイラレル.コ ノ講演ハ医科大学臨床教室ノ在 リ方 ヲ中心 トスルモノデアリ ソ
ノ論旨ヲ要約スル ト次ノ如 クデアル.
第一二教育機関 トシテハ 学部教育ニテ 教育 目標ノ整理ガ必要デアリ 教養学部ニオケル生
物科学方法論ノ充実 病理過程(基 礎医学)ト臨床医学 トノ分離 基幹教育(内 科 外科等)ト
専門教育(耳鼻科 泌尿器科等)ト ノ区別 実習過程ノ強化 選択科 目ヲ増シ 単位ノ取得ヲ全
国各大学共通 トスル.次 二卒業後教育ニテハ 無給研修制度ヲ解消スル事ガ前提デアリ 医学ノ
社会公共性ノ増大 資本投下ノ回収ノ困難 医学 ノ科学性ノ増大 研修効率ヲアゲテノ期間ノ短
縮 臨床的競修 ト無関係ナ学位論女ノ切 リ離シ 専門医ノ資格二変エル事。第ニニ研究的診断機
関 トシテハ 先 ズ臨床研究二於テ 医師ガ個人 トシテデナク ー定ノ機構ノ下ニテ治効等ラ決定
シ 臓器個々デハナク個体 トシテ病像ヲ観察シ 生体ニテハ自然治癒ガ本態デアル ト考エルベキ
デアル.標準治療 ト新療法 トヲ併用スベク 効果判定二当ツテハ自然治癒 ト区別セネバナラヌ.
次二学位論文二関シテハ 臨床医学ノ研修過程ニフサワシイモノニ限定スペキデアル.臨 床教
室ニテ病理研究ヲ行 ウノハ効率ガ低 ク 更二臨床研究過程ヲ圧迫スル.学 位論交ノ審査ハ各大学
デヤラズニ全国的ナ機関ニテ行ウペキデアル.第三二上級診療機関 トシテハ 臨床科(内科等)
ヲ更二分科スル ト共二綜合ノ面モ考慮スル.器官別 機能別各科 トー 般医学 トノ有機的結合デァ
ル.診療所 地域セソター病院 大学病院ノ間ノ有機的結合モ必要.次 二上級医員ノ プール ト
シテノ性格バアルガ 地方ノ病院ヤ大学 トノ封建的学閥的系列化ヲ排除セネバナラヌ。
大体二以上ノ如ク 現在ノ医制二関スル重要問題ハ殆 ド論ゼラレタ 私ハ コレラニ就テ既二
意見ヲ発表シタ点モアリ 又 コノ講演ニヨツテ 初メテ ハツキ リト教エラレタ所モアル.私
トシテハ以上ノ論旨二大体二賛成デアル.唯 重要ナ事ハ 個々ノ問題ヲ現実的二如何二解決シ
テユクヵデァル.ソ レハ仲々困難ヲ伴 ウデアロウガ トニ角 可能ナ点カラ実行二移サネバナラ
ヌ(昭和39年7月).
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